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図6:プラスノート （感想文）
また、子どもたちの中には、読書経験を共有する子
どもたちも出てきた。クラスの友だちに紹介したい本
など考えながら読書を楽しんでいた。しかし、本実践
ではクラス全体での取り組みにまでは広げることがで
きなかった。一部の子たちにとっては、読書を通して
友だちとつながることができたが、それがプラスノー
トによって育てることができたのかは検証ができてい
ない。本実践では、読書を通しての他者とのつながり
を生み出すための取り組みなので、今年度の終わりに
向けて検証方法を考え、明らかにして行きたい。
3. 3 読書と国語を関連させた授業作り
【「白いぼうし」の実践】
I読みをつないで、マイチャレンジを進化させよう I 
教材は、 不思議な女の子が登場するといった、ファ
ンタジーの要素をもった作品である。色やにおい、情
景などに関する表現も豊かで、想像を膨らませながら
興味をもって味わうことができる。登場人物の松井さ
んや女の子の言動や行動などから人柄や様子を読み取
ったり 、情景描写を味わったりすることができると考
えた。一人で読んでいてもイメージは膨らみ作品の世
界を味わうことができるだろう。しかし、一人一人の
読みは多種多様であり、同じ結論に至ったとしても根
拠となる視点に違いが生まれることが考えられる。そ
のずれを大切にし、学習を進めた。いろいろな読みの
視点を交流することで、自分と友達の感じ方や受け止
め方に共感したり、違いに気付いたりしながら、考え
を広げたり深めたりさせようとした。そうすることで、
友達と考えを交流する素晴らしさを感じ、友達とのか
かわりの中で意欲的に自分の考えを更新し続ける子ど
もが育つと考えた。
そのために単元では、 子どもたちの様々な読みの視
点をもたせるために、 二つのしかけを考えに一つ目
は、子どもたちのずれを生み出すための問いの精選で
あった。 この実践で子どもたちが考え、深めていく問
いは子どもたちからの疑問がもとにした。しかし、そ
のままの疑問を問いにするのではなく、子どもたちが
本文の中から根拠を明確にしながら自分の読みをもて
るようなもの精選した。また、その読みの根拠となる
視点も多様なものが生まれる問いを設定する必要があ
った。異なった視点で読み取りを行うことで一面的な
視点での読み取りではなく 、奥行きをもった多面的な
視点で物語の世界を味わうことができると考えた。ニ
つ目は、単元の終末に行う言語活動を選択させること
である。この単元ではそれを「マイチャレンジ」とし
た。それぞれが自分のマイチャレンジを達成すること
を考えながら学習に取り組むことで、同じ問いを解決
する際にも、自分たちはこの作品をこのように表現し
たいからという表現するための視点をもたせたいと考
えた。また、その視点が全体での話し合いを通して新
たなものに変容させたいという願いのもと単元を構成
した3
単元の導入での 「マイチャレンジ」を考える際、自
分が行ってみたいことという視点で考えさせた。そし
て、同 じ言語活動を選んだ友達で小グループを組み、
最終的な発表をするグループとした。一人一人が学習
の主役となってほしい思いはあるのだが、本単元では
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グループでの追究を設定した。そうすることで、子ど
もたちに相談できる安心や協力できる喜びが生まれる
と考えた。また、それぞれ異なったマイチャレンジを
意識することで、全体での交流では異なった視点での
読みが生まれ、自分たちのマイチャレンジを意識した
振り返りにつながると考えた。子どもたちからの疑問
から生まれた問いは、授業での全体学習で行い、それ
をもとに深まった自分の読みは読書プラスの時間を使
いグループでの話し合いや、発表準備の時間とした。
子どもたちが考えたマイチャレンジは音読劇、紙芝居、
ブックトーク、新聞作り、レポートの5つであった。
【実際の授業の様子】
女の子ともんしろちょうの関係を考えることで、友
達の読みの視点の違いに気づき、自分の考えを広げ
たり、深めたりすることができる。
※女の子ともんしろちょうの関係を交流する場面。
ゆき：私はもんしろちょうだと思います。理由は 16 
ページに書いてある、「行っても行っても…」のところ
だと思います。普通の人だったら町とか行ったら、四
角い…とか言わないと思います。
ひさのり・ でも、四角いだけでは、わかりません。三
角の建物とかあるかもしれやんから。
T : (ひさのりの）言いたいこと言える？
C ・ひさのりくんの言いたいことは、行ったことのな
いことを四角いところと言ったと思います。
全体での話し合いが始まってすぐのところで「四角
い建物」についての発言がゆきから出た。それに対し
てひさのりがつながっていったところ、この場面では
子どもたちは建物を「四角」という言葉で表現するの
は人間ではなく蝶なのではないかという話になった。
りょうた女の子はもんしろちょう。「四角いところ...J 
のところ。下からだと四角だけど、上から見ると、三
角ってこともあるから、それは、上から見ているから、
もんしろちょうだと思います。
(C: 前で絵を描いて説明）
C: ちょうが、たとえば松井さんが開けたときに逃げ
ていって、柳の上に行って… （前に行って図で説明）
柳の上に行って、 18、19の絵のところで、柳の木
の向こうに、茶色の建物があって、建物の間を通って
いくことが、四角い建物ばかりだもんってこと。
T: 確か、昨日、みんなの話やったら、下から見てた
ゃん。でも、ちょうは、上から見ているってこと？教
科書にも「高く舞い上がると」つてあったよね。
りょうたの発言をきっかけにもう一度「四角い建物」
のところに話し合いが戻った。最初に出たゆきの読み
とは違い、「四角い建物」を視覚的にどこから見ると四
角に見えるのかという話になった。横から見ると三角
に見える建物屋根のところも、四角錐を上から見ると
四角い建物に見えるという読みだった。これは蝶なら
ではの上からの視点で見ると建物は四角に見えるとい
うもので、同じ結論ながらも子どもによって読みの違
いが生まれていた。
この授業やこの後の授業でも、子どもたちは自分た
ちの疑問から生まれた間いに関しては、様々な読みを
もとに自分たちの考えを交流し、自己の考えを更新し
ていく姿が見られた。しかし、問いについて考えるこ
とと「マイチャレンジ」とのつながりが薄く 、授業中
にもそれぞれのマイチャレンジの立場からの発言が出
ることはなかった。これは、教師による仕掛けや単元
計画が適していなかったと考えられる。子どもからの
疑問は初発の感想でのものであり 、マイチャレンジを
する上で出てきた疑問ではなかった。それぞれのマイ
チャレンジを設定させたことで子どもたちが主体的に
取り組む姿は知ることができたが、全体で深める問い
とのつながりをもたせることができなかった。
4. 成果と課題
本研究では、読書を通して友達とつながることや、
読書と国語の授業をつなぐことを目指して取り組んだ。
成果としては、いくつかの仕掛けを作ることで、ただ
毎日決められた時間を読書するという読書体験から、
自分の読書を知り 、自分の読書を見直すための取り組
みになった。それが、子どもたちをみとるためのもの
となり、今まで以上に子どもに対する支援や評価をす
ることができた。しかし、他者とのつながりの部分や
授業とのつながりの部分では、まだまだ改善すべき点
が多い。この実戦が、本当に子どもたちの実態とあっ
ているのか、これから学習する教材とあっているのか
ということを吟味する必要がある。今後の、読書と国
語科とのつながりを明確に意識した実践を研究したい。
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